
 2023年度 新⼊⽣ガイダンス   

 福祉社会デザイン学部⼈間環境デザイン学科 
 4⽉3⽇（⽉）11:30-13:00 ＠20507教室 

 １．学科⻑挨拶（菅原） 5分 

 ２．教員／助⼿／技術員 紹介 15分 
  ［空間デザインコース］ 

内⽥祥⼠、齋藤博、冨安亮輔、仲綾⼦、名取発 

  ［⽣活環境デザインコース］ 
勝平純司、近藤存志、菅原⿇⾐⼦、⽔村容⼦、嶺也守寛 

  ［プロダクトデザインコース］ 
池⽥千登勢、⼤沼敦、柏樹良、⾼橋良⾄、松本和也 

  ・助教：⽮野拓洋 
  ・実習指導助⼿：⽊村才⼈、⽣⽥尚志、横⼭ 翔⼀ 
  ・技術員：  ⻄條  祐  ⾺、作⽥ 隆彦 

 ３．学科の教育内容について  25分 
  ・履修要項の重要カ所の説明（教育課程委員：勝平） 
  ・建築⼠の受験要件および関連科⽬の履修について（内⽥） 
  ・３年次のコース分けについて（松本） 
  ・ToyoNet-ACE 1年⽣掲⽰板への掲載について（松本）
  ・⼤学院について（専攻⻑：池⽥） 

 ４．⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ（斎藤） 5分 

 ５．学⽣⽣活について（学⽣⽣活委員：⼤沼） 5分  

 ６．実験⼯房・制作⼯房について（⼯房⻑：柏樹） 5分 

 ７．作業服（つなぎ）の購⼊について（嶺） 5分 

 ８．肖像権・著作権の許諾書（広報委員：松本） 5分  ＞＞＞QRコードにアクセスし回答 

 ９．新⼊⽣歓迎⾏事の案内（名取） 5分 

 10．記念撮影 ＠実験⼯房（松本） 15分 
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◆◆単位のしくみ◆◆
授業科目には学修時間に応じた単位数が定められており、卒業要件等の履修基準は修得すべき単位

数によって規定されています（Ｐ.39～「カリキュラムについて」を参照）。
１単位は、授業や自習をすべて含めた30～45時間の学修に対応しており、授業の占める時間は、

講義・演習科目は15時間、外国語科目は30時間、実験・実技・実習科目は30～45時間と設定されて
います。
標準的な授業実施形態は、週１回１学期15回授業が実施されます。授業の講義時間はどの科目も、

90分です。

授業科目等 単位数 授業回数
（１学期）

学修時間
授業時間 予習復習時間

講義・演習科目 １単位 15回 15時間 30時間
外国語科目 １単位 15回 30時間 15時間

実験・実技・実習科目 １単位 15回 30～45時間 0～15時間

◆◆履修計画・履修登録◆◆
授業を受け、単位を修得するためには事前に授業科目の登録が必要になります。これを「履修登録」

といい、各学科の教育課程表に沿って履修計画を立て、授業科目の登録を学期毎に行います。
定められた期間に「履修登録」を完了しないと、履修希望する科目の受講および試験の受験ができず、

単位も修得できなくなりますので注意してください。

（1）履修登録にあたっては、履修要覧、シラバス（ToyoNet-Gを参照）、『履修登録のしおり』等を
熟読のうえ、時間割を作成してください。「履修登録」はToyoNet-Gから行ってください。

（2）教育課程表に示された配当学年に従って履修登録してください。配当学年が自分の学年よりも下
の科目は履修することができます。

（3）履修登録期間以降の訂正・削除は一切認めません。
（4）授業時間割及び講義内容等に変更があった場合は、電光掲示板およびToyoNet-ACEに掲示します。
（5）履修登録後、「履修登録確認表」を必ず出力し、成績発表時まで手元に保管してください。
（6）資格取得を希望する学生は、「諸資格について（Ｐ.105～）」および「教職課程（Ｐ.147～）」で
資格取得のための条件を確認してください。

（7）１セメスタで履修登録できるのは原則24単位までで（Ｐ.19「履修上限単位数（CAP制）と履修
科目の制限」を参照）。

（8）同一科目を２つ以上履修することはできません。
（9）一度単位を修得した科目を再度、履修登録することはできません（ただし、修得できなかった科
目については、再度履修することが可能です）。

各学科の教育課程表に沿って、計画的な履修をするようにしてください。また履修計画を立てるに
あたっては、教職員の履修指導を受けるほか、カリキュラムマップを参考にしながら、段階的な学修
に取り組むようにしましょう。
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◆◆履修登録の流れ◆◆

履修登録は、春学期の開始時と秋学期の開始時の年２回、ToyoNet-Gを利用して行います。詳細に
ついては『ToyoNet-G利用ガイドブック』を参照してください。

時間割の作成

『履修要覧』『シラバス』『履修登録のしおり』や前学期『成績表』等をもとに該当学期に履修する
授業を決めておくと履修登録がスムーズに行えます。
　�（※『履修要覧』は福祉社会デザイン学部・健康スポーツ科学部webサイトからPDFデータをダ
ウンロード可能です。）

履修登録（正規登録期間）

・インターネット環境を通して登録。
・�期間内なら何度でも追加や削除が可能（事前登録されている科目・抽選に通った科目等を除く）
です。登録期間終了後は履修登録科目の追加・削除はできません。履修登録を行う度に必ず『履
修登録確認表』を出力して確認をしてください。

※履修登録確認表は、履修登録期間中も出力することができます。
※�履修登録期間の最終日はアクセスが集中する場合がありますので、時間に余裕を持って登録して
ください。

抽選科目の抽選結果確認

・抽選実施科目・抽選結果についてはToyoNet-Gで確認することができます。
・抽選に通った科目の履修登録期間内の変更は一切できません。
・抽選で外れた科目の履修は自動的に削除されます。

履修登録（追加登録期間）

・この期間内であれば、履修科目の追加・削除が可能です。
・抽選科目は、定員に達していない場合、先着順で履修登録することができます。

履修登録完了　履修登録確認表の出力・保管

・ToyoNet-Gで必ず『履修登録確認表』を出力して内容を確認してください。出力した『履修登
録確認表』は成績発表時まで大切に保管してください。成績発表時に履修登録の事実を証明する
資料となります。

・履修登録を証明する『履修登録確認表』の提示がない場合、履修に関するトラブルは一切受け付
けません。

・『履修登録確認表』に記載されていない科目の講義に出席し、試験等を受験しても単位は付与さ
れません。

履修取消期間

GPA制度に則り履修科目の取消を希望する場合は、『履修登録のしおり』に記載された期間に
ToyoNet-Gより手続を行ってください。
なお、この期間中に履修科目の追加・変更はできません。
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◆◆シラバス◆◆
シラバス（講義要項）には、授業の内容（概要）や到達目標など、科目の履修を通じて身につける

ことのできる知識、能力、また各回の授業の進め方や内容、成績評価方法・基準、使用テキストや予習・
復習の指示などが、学生に示されています。
履修する科目を決めるにあたっては、シラバスを熟読することはもちろん、次回の授業の準備学習

や復習の際の振り返りに用いるなど、シラバスを活用することによって学習効果を高めるよう努めて
ください。
シラバスはToyoNet-Gで公開しています。

シラバスの記載項目
主な記載項目 記載内容

科目名 履修要覧・時間割表に記載されている科目名が示されています。
担当者 担当教員名が示されています。
サブタイトル 科目のサブタイトル、サブテーマが示されています。

講義の目的・内容 科目の目的として、どのような内容を学ぶのか、またどのように教授していくかについて
示されています。

学修到達目標 履修を通じて身につけることのできる知識・能力などが具体的に示されています。
講義スケジュール 各回の授業内容・テーマをもとにしたスケジュールが示されています。
指導方法 担当教員がどのように授業内容を進めていくのかについて示されています。
事前・事後学修 授業を受講するにあたって、必要な予習・復習の指示が示されています。

成績評価の方法・基準 どのような評価方法で成績評価をするのか、また評価方法ごとにどれくらいの割合で成績
に反映するのかについて示されています。

受講要件 履修にあたって予め必要な条件について示されています。
テキスト 授業で使用する教科書やテキストについて示されています。
参考書 授業に関連する参考書が紹介されています。

シラバスの検索方法
シラバスはToyoNet-Gの「学生メニュー」→「シラバス・教員プロフィール」から検索することが

できます。

調べたい科目名や教員名を入力
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科目番号（学修段階＋通し番号）
科目番号
100番台 主に大学１年生を対象とした授業（１年次レベル）
200番台 主に大学２年生を対象とした授業（２年次レベル）
300番台 主に大学３年生を対象とした授業（３年次レベル）
400番台 主に大学４年生を対象とした授業（４年次レベル）
※�上記の科目番号は授業の難易度を示すものとして付されています。教育課程表に記載されている配当学年とは異なる
場合があります。

◆◆教員との連絡◆◆
教員と連絡を取りたい場合は、次のような方法があります。

研究室を訪ねる
専任教員（教授、准教授、講師、助教）にはそれぞれ研究室があります。学生からの相談や質問を

受けるために「オフィスアワー」が設けられています。
オフィスアワーでは、授業内容に関する質問や、学修の進め方、履修登録のプランなどの相談のほか、

レポート指導なども行っています。その他、卒業後の進路や休学、転部・転科、留学、大学院進学な
どの進路に関する相談、学生生活全般の相談など、幅広い相談に対応しています。
非常勤講師の教員は、研究室を持たないため、オフィスアワーはありません。連絡を取りたい場合は、

ToyoNet-Gの「シラバス・教員プロフィール」に記載されている連絡先を参照してください。

オフィスアワーの確認方法
ToyoNet-Gの「シラバス・教員プロフィール」に記載されている「オフィスアワー」の時間帯、研

究室を確認し、訪問してください。予約が必要な場合もありますので、事前に確認をしてから訪問し
てください。

メールを送る
ToyoNet-Gの「シラバス・教員プロフィール」に記載されているメールアドレスを確認し、メール

をしてください。

メールで連絡をする際には、必ず学籍番号・氏名を明記し、授業科目名を書くなど、何
について質問・相談するか、簡潔にまとめること。！

略号 学問分野名
RES 宗教学
ROI 呼吸器内科学
RRC 放射線・化学物質影響科学
RSU 呼吸器外科学
RSW リハビリテーション科学・福祉工学
SCE 科学教育
SCO ソフトコンピューティング
SEE 構造工学・地震工学・維持管理工学
SEM ゼミナール／基礎演習　
SEP 固体地球惑星物理学
SFM 構造・機能材料
SGB 遺伝育種科学
SGS システムゲノム科学
SHS 科学社会学・科学技術史
SNE 特別支援教育
SOC 社会学

略号 学問分野名
SOD 社会系歯学
SOE 教育社会学
SOF ソフトウェア
SOL 社会法学
SOP 社会心理学
SPA 語学（スペイン語）
SPS スポーツ科学
SSE 社会システム工学・安全システム
STB 構造生物化学
STP 層位・古生物学
STS 統計科学
SUA 超高層物理学
SUD 外科系歯学
SUS 留学支援
SWS 社会福祉学
SYC 合成化学

略号 学問分野名
TFS 薄膜・表面界面物性
THA 語学（タイ語）
THE 卒業論文／卒業制作　　
THI 情報学基礎理論
THN 熱工学
TOS 観光学
TPA 都市計画・建築計画
TTH 腫瘍治療学
TUB 腫瘍生物学
TUD 腫瘍診断学
TYS 自校教育科目　
URO 泌尿器科学
VIR ウイルス学
VMS 獣医学
WIS ウェブ情報学・サービス情報学
WOS 木質科学
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◆◆試験について◆◆
（1）�履修登録した科目の単位を修得するためには、授業回数の３分の２以上出席し、所定の試験に

合格しなければなりません。
（2）�試験には、授業内試験と学期末試験があります。科目によっては、レポートまたは平常点によっ

て評価する場合もあります。

試験には次の種類があります。

授業内試験 平常の授業期間に、科目担当教員によって随時行います。この場合の日程等については授業時や
ToyoNet-ACE等で確認してください。

学期末試験 春学期試験（７月～８月）および秋学期試験（１月～２月）を、全学的に一定の試験期間を設けて行い
ます。実施期間については、『履修登録のしおり』や本学webサイト「学年暦・キャンパスカレンダー」
のページの学年暦を確認してください。

レポート 試験のうち、担当教員の判断により筆記試験に替えて課す課題。

卒業再試験 卒業単位充足者発表後、所定の要件を満たした卒業を希望する４年生を対象として行われる特別試験。

※�授業ごとの成績評価方法については、シラバスの「成績評価の方法・基準」を確認してください。また授業中に担当
教員から指示される場合があります。

授業内・学期末試験受験上の注意

１．履修登録確認表に記載されていない科目を受験しても無効です。
２．学期末試験、授業内試験ともに通常授業実施時間帯で試験が行われます。
３．試験会場は平常授業時と異なる場合があるので、ToyoNet-ACE、公式アプリで確認してください。
４ ．１科目で試験会場が２ヶ所以上になる場合、学籍番号で試験会場を指定するので、必ず指定された試

験会場で受験してください。
５．試験に際しては、すべて監督者の指示に従ってください。
６．学期末試験では、学生証がないと受験できません。必ず学生証を携帯し、試験会場では机上の指示 

された場所に提示してください。（授業内試験でも求められる場合がありますので、学生は必ず携帯 
すること。）

７．試験会場に持ち込みできるものは、筆記用具・時計機能だけの時計・持ち込みが許可されたものの
みです。携帯電話、スマートフォン等の通信機能が付いた機器は机上に置けません。試験の妨げに 
ならないよう電源を必ず切って、かばんにしまってください。なお、上記の機器、音楽プレーヤー 
を時計代わりに使用することはできません。

８．筆記用具（ボールペン、鉛筆、消しゴム）を必ず持参してください。貸出は一切行いません。
９．試験中の飲食は禁止します。
10．答案用紙の、学部・学科・学年・学籍番号・氏名欄には必ず黒のペンまたはボールペンで記入して

ください（ただし、インクが消しゴム等で消せないものに限る）。
11．学籍番号欄は学生証に記載されている学籍番号の10ケタすべてを記入してください。学籍番号、氏  

名のない答案用紙は無効です。
12．学期末試験は試験開始後20分までに入室しないと受験資格を失います。また退出は開始後30分を経

過し、監督者の指示があった後にのみ許可します。途中退室した場合、再入場は認めません。
13．天災、病気、その他やむを得ない理由によって、試験を受験できなかった場合は速やかに証明書ま 

たは診断書（コピー可）等を添えて担当教員に届け出て、具体的な指示を受けてください。
14．不正行為を行った場合は、学則（第57条）に基づき処分されます。不正行為についての規程と処分  

内容はＰ.24を参照してください。授業内試験でも不正行為があった場合には、処分されます。担当 
教員の指示・説明をよく確認してください。

15．交通機関の運行や天候の乱れ等に留意し、試験会場へは時間に余裕をもって入場してください。

学修にあたって
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受験中の不正行為
対象試験
（1）学年暦に定める試験期間に行われる試験
（2）�学年暦に定める授業期間内で、試験として実施する旨を学生に開示した、学年暦に定める試験に

準ずる試験
　不正行為（本学の規則に反する行為、または学生の本分に反する行為）を試験（学期末試験期間・
授業期間）において行った場合は、学則第57条に則り処分されます。

１．処分の種類
　処分は譴責、停学、無期停学とする。
２．処分とその対象となる不正行為
（1）譴責の対象となる行為
　①　持ち込みが認められているものの貸借。
　②　他人の答案の覗き見、答案を故意に他人に見せまたはそれを見る行為。
　③　試験監督者もしくは監督補助者からの注意を無視した行為。
　④　その他、前各号の一つに準ずる行為。
（2）停学１ヶ月の対象となる行為
　①　解答用紙を交換する行為。
　②　�許可されていないものの持込み。
　③　�書き込みを許可されていない持ち込み許可教材、机上、手掌等へ書き込みをしての受験、または、

これに類似する行為。
　④　試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴言。
　⑤　その他、前各号の一つに準ずる行為。
（3）無期停学の対象となる行為
　①　替玉受験。
　②　在学中における再度の不正行為。
　③　試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴力行為。
　④　その他、極めて悪質な行為。
３．処分に伴う措置
（1）�処分の種別にかかわらず、不正行為のあった試験科目の単位は、当該年度（学期ごとに15週にわた

る期間並びに15週に１週を加えた16週の前半及び８週にわたる期間）において認定しない。また、
上記「２．（2）」および「２.（3）」の停学の対象となる行為については、学年暦に定める当該年度（学
期ごとに15週にわたる期間並びに15週に１週を加えた16週の前半及び８週にわたる期間）の試験期  
間において実施される全ての試験科目の単位を認定しない。

（2）停学期間は当該学部で処分を決定した日（教授会開催日）の翌日から算定する。
（3）�決定した処分内容については、不正行為者が所属する学部の学部長が、本人および保証人と面接の上、

通達する。
（4）停学期間中は、不正行為者に対してその所属学部が教育的指導を行う。
（5）�「譴責の対象となる行為①および②」、「停学１ヶ月の対象となる行為①」、「無期停学の対象となる行

為①」の不正行為は、その当事者すべてが上記（1）～（4）の措置の対象となる。
４．不服申立て
　不正行為の指摘を受けた学生は、不服申立てをすることができる。
　※�授業内試験でも不正行為があった場合には、処分されます。担当教員の指示・説明を必ず確認してく

ださい。
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◆◆GPA制度◆◆
単位や成績評価、単位の質自体を保証していくことを目的としてGPA（Grade Point Average）
制度を導入しています。
GPAとは、授業科目ごとの成績に対して、4.3～0.0のグレード・ポイントを付与し、この１単位あた

りの平均を算出したもので、学生の学習到達度をはかる指標として、国内外の大学で広く使われています。

　GPAの算出方法

GPA＝
総履修登録単位数

（Sの修得単位数×4.3）＋（Aの修得単位数×4.0）＋（Bの修得単位数×3.0）
＋（Cの修得単位数×2.0）＋（Dの修得単位数×1.0）＋（Eの修得単位数×0.0）

＋（＊の修得単位数×0.0）

※対象とする科目は、卒業要件の科目とし、卒業要件以外の資格科目・自由科目は対象となりません。
※対象とする評価は、「S,‥A,‥B,‥C,‥D,‥E,‥＊」とし、認定の評価「T」は対象となりません。
※‥再履修で評価を受けた成績については、最新の成績が反映されます（GPA算出の分母にあたる「総
履修登録単位数」には反映されません）。
※GPAは計算結果の小数点第３位を四捨五入し、小数点第２までを表示します。
※コースやゼミ選択の要件になっています。

　福祉社会デザイン学部・健康スポーツ科学部では、学修の質保証の観点からGPA2.0を上回ること
を「卒業時の目安」として設定しています（卒業要件ではありません）。

～「卒業の目安」の意義～
　学位授与方針で求めている能力や識見にふさわしい学力を備えて卒業するためには、学生は単に決
められた単位数を数字上揃えるだけの履修をするのではなく、自らの学修目的にあわせた履修と、積
極的な勉学が求められます。履修する科目の体系性や順序を良く考えて厳選して履修し、より充実し
た学修成果を獲得できるよう自学自習に励むことが大切です。学生は、これらのことをよく考慮し、「卒
業の目安」の意味をよく理解して学修に励んでください。

◆◆成績調査◆◆
（1）�成績発表後、次の①～③に該当する場合において、定められた期間に成績調査申請を行い、成績

評価を確認することができます。
①履修登録をしたが、成績評価の記載がない科目
②履修登録をしていなかったが、成績評価が記載されている科目
③�履修登録し、シラバスにある成績評価基準を満たしているが、成績評価が間違っていると思われ
る十分な理由があり、科目担当教員に成績評価に間違いがないか、確認したい科目

（2）成績調査の申請方法についてはToyoNet-ACE、ToyoNet-Gで確認してください。
※�シラバスにある成績評価基準と表示されている成績評価が合わないと考える理由を具体的に入力
してください。

※出席状況に関しての内容は、出席した月日を明示して説明してください。
※今後の学習方法、推薦図書・教材等の問い合わせは、成績調査では行わないでください。

成績調査は成績の再考を求めたり、個別の得点の開示を求めたりするものではありませ
ん。成績調査の趣旨に沿わない調査申請や自身の成績と無関係な申請内容と判断された
場合は、申請は否決され担当教員には通知されません。十分に注意してください。
※成績と無関係な申請内容の例
・卒業に関すること　・就職に関すること　・他の履修者との比較

！
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福祉社会デザイン学部規程　別表第 4
１．卒業要件
　４年以上（８セメスタ以上）在学し、下記の条件を満たした学生のみ卒業することができま
す。　下記の条件をすべて満たさないと、卒業することができません。必修科目も履修登録必
要です！

（１）基盤教育科目 18単位以上
○哲学・思想 ２単位以上

○学問の基礎

（人文科学）

（社会科学）

（自然科学）

○国際人の形成 ８単位以上

（世界の伝統と文化）

（グローバル社会の実際）

（語学） （８単位以上）

○キャリア・市民形成 ８単位以上

（キャリア） （２単位以上）

　　（市民形成） （２単位以上）

　　（情報） （４単位以上）

○健康・スポーツ科学

○総合・学際

（２）専門科目 73単位以上
○学科専門科目 73単位以上

（必修科目） （20単位）

（コース別必修科目） （10単位）

（選択科目） （43単位以上）

総計（（１）と（２）の合計） 124単位以上

人間環境デザイン学科

2023年度入学生 教育課程表・卒業要件・履修方法人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
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３．基盤教育
（1）哲学・思想

２単位以上を修得しなければなりません。

（2）国際人の形成（語学）
１年次に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」を、２年次に「英語ⅢＡ」「英語ⅢＢ」

「英語ⅣＡ」「英語ⅣＢ」を修得しなければなりません。あらかじめクラス分けがされていますので、
指定されたクラスの授業を履修してください。

（3）キャリア・市民形成
�キキャリア科目２単位以上、市民形成科目２単位以上、情報科目４単位以上修得しなければな
りません。

４．専門科目・学科専門科目
（1）必修科目

20単位すべてを修得しなければなりません。

（2）コース別必修科目・選択科目
①３・４年次に所属するコースの、コース別必修科目は10単位を修得しなければなりません。‥
他コースの科目は、コース別必修科目を除き、「学科専門科目」の「選択科目」として履修す
ることができます。

②選択科目は43単位以上を修得しなければなりません。
③４年次の必修科目・コース別必修科目は、以下の条件を満たしていないと、履修することがで
きません。従って条件を満たせなかった段階で、卒業も延期になりますので注意してください。

〈４年次の選択必修・コース別必修科目の履修条件〉� 福祉社会デザイン学部規程　別表第 5
対象科目 時期 条件

・空間デザイン演習ⅡＡ
・生活環境デザイン演習ⅡＡ
・プロダクトデザイン演習ⅡＡ
・空間デザイン演習ⅡＢ
・生活環境デザイン演習ⅡＢ
・プロダクトデザイン演習ⅡＢ

３年６セメスタ
終了時まで

以下１）と２）の両方の条件を満たすこと。
１）�「情報リテラシーⅠ」「情報リテラシーⅡ」「人間
環境デザイン学概論」「ユニバーサルデザイン概
論」「CAD演習Ⅰ」「人間環境デザイン基礎演習Ⅰ」
「人間環境デザイン基礎演習Ⅱ」「人間環境デザイ
ン基礎演習Ⅲ」「人間環境デザイン総合演習」の
９科目の単位をすべて修得していること。

２）�卒業要件の科目を100単位以上修得していること。

・卒業研究 ４年７セメスタ
終了時まで

「空間デザイン演習ⅡＡ」「生活環境デザイン演習ⅡＡ」
「プロダクトデザイン演習ⅡＡ」「空間デザイン演習Ⅱ
Ｂ」「生活環境デザイン演習ⅡＢ」「プロダクトデザイ
ン演習ⅡＢ」のいずれかを修得していること。

５．３・４年次コース分けと各コースの特徴について
　人間環境デザイン学科では、より高度な知識・技術の修得を目指した専門教育・職業人養成を行う‥
ために、３・４年次は「空間デザインコース」「生活環境デザインコース」「プロダクトデザインコース」
の３つのコースに分かれて教育を行います。コース分けは本人希望を原則としますが、各コースの定
数を超える場合は成績を加味してコース分けを行います。各コースの定数及びコース分けのガイダン
スについては２年次の秋学期を予定しています。対象成績は秋学期終了時のGPAです。
各コースの内容は下記のとおりです。

空間デザインコース（※１）、生活環境デザインコース（※２）、プロダクトデザインコース（※３）
のそれぞれの分野で、より高度なデザイン表現を学ぶと共に、それらの背後にある理念や知識につい
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 3年次のコース分けプロセスについて     

 ⼈間環境デザイン学科では、３年次より空間デザインコース、⽣活環境デザインコース、プロダクト 
 デザインコースに分かれて専⾨分野をより深く学びます。２年次の1⽉に希望調査を⾏いコース分け 
 をしますが、それぞれのコースには定員がありますので、２年間の成績により決定します。2年次秋 
 学期の成績まで含むため、コース分け発表は２年次３⽉初めに⾏います。 

 ［コース定員］ 
 ４セメスター終了時の学⽣数を対象に、３コースで均等分割 
 １６７名であれば、各コース５６／５６／５５⼈が定員 

 ［コース分け⽅法］ 
 コース分けでは、全学⽣を、2年秋学期を含む４セメスターで取得した（成績がC以上）単位数に 
 よって以下の３つのグループに分けます。 

 グループ１：７６単位以上 
 グループ２：５２単位以上７５単位以下 
 グループ３：５１単位以下 

 まずグループ１の学⽣について、成績のGPA（下記参照）の⾼い⼈から順番に第⼀希望、第⼆希望の 
 順にコースを決定します。次にグループ２、最後にグループ３の学⽣についても決定していきます 
 が、もし途中で第⼀希望のコースが定員に達した場合は第⼆希望のコースに決定します。第⼀・第⼆ 
 希望のコースがいずれも定員に達している場合は、空席のあるコースに決定します。 

 GPA  （  Grade  Point  Average  ）  と  は、  単  位  あ  た  り  の  成  績  の  平  均  の  こ  と  で  す。  GPA  は、  各  単  位  の  成  績  （ 
 S,A,B,C,D,E）に対して、それぞれGradePointを与え(履修要覧を参照)、下記の式により算出します。 

  （科⽬の単位数×その科⽬で得たGrade Point）の総和 
 GPA＝  

      履修登録した単位数の合計 

 ＜注意＞ 
 １：GPAの計算では、「履修登録」した全ての単位の成績が対象になります。したがって、履修登録 
   したものの、途中で放棄したり、成績がD、Eなどで単位が取れなかった場合でも、分⺟に含ま 
   れますので注意してください。ただし、履修登録した後、所定の訂正期間内に履修を取り消した 
   場合は、この計算式の対象にはなりません。 
 ２：対象となるのは卒業要件に関わる科⽬単位のみです。教職科⽬、⾃由科⽬などは計算式の対象に 
   はなりません。 
 ３：再履修科⽬がある場合は、当該科⽬を履修する以前に履修登録した単位数および取得ポイントを 
   計算式から除きます。ただし、⼀度単位を取得した科⽬（S,A,B,Cの成績がついた科⽬）は再履修 
   できません。 

 これらを参考にして、計画的に学習を進めるようにしてください。 
 ※３年次にゼミ配属がありますが、２年次終了時点のGPAを元に配属するコースがあります。 
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 東洋⼤学新⼊学⽣⽤まとめ 

 各情報は「東洋⼤学HP」「Toyo-Net G」「Toyo-Net Ace」を参照 
 特に、「Toyo-Net ACE」「Toyo-Netメール」は、多少煩雑でも常に確認する事 

 ■スケジュール 
  履修登録期間     2023.04.03 09:00 - 2023.04.07 23:59 Toyo-Net G上 
  履修相談会      2023.04.05 10:00 - 16:00 20305教室 
  授業開始       2023.04.10 
  東洋⼤学⽣活協同組合 e-Text⾚⽻台店等より、⼈間環境デザイン学科教材・語学・必修科⽬のテキスト等 
    https://e-text.jp/akabanedai/  にてチェック 

  抽選科⽬発表 
  ⽉・⽕開講授業   2023.04.14 17:00 
  ⽔〜⾦開講授業   2023.04.17 17:00 
  追加履修登録    2023.04.17 18:30 - 2023.04.21 15:00 
  履修登録確認票印刷 2023.04.21 15:00 - 

 ■まず今現在やること 
  履修登録（４⽉７⽇ 23:59迄） 
  ⼈間環境デザイン学科教材、教科書の購⼊ 

 ■履修登録に使⽤する資料 
  履修要覧：どの科⽬で何単位取得できるか、必修科⽬はなにかなどを調べる資料 
      「東洋⼤学 ライフデザイン学部 履修要覧」で検索、⼈間環境デザイン学科のページを参照 
  履修登録のしおり（授業時間割表）：履修登録の⽅法、講義がいつ開講されるかが書かれた資料 
  シラバス：講義がどのような内容を⾏うか、教科書は何を購⼊すべきかを調べるための資料 
      「東洋⼤学 シラバス」で検索 

 ■履修登録の⽅法 
  郵送された「情報システム利⽤通知書」に書かれた「統合ID」と「パスワード」を利⽤ 
  履修登録に使⽤する資料をもとに時間割を作成 
  受ける授業を24単位以内(およそ12科⽬)で選択 
  「Toyo-Net-G」を検索して、統合IDとパスワードを⼊⼒してログイン 
  履修登録のタグを選択し、受けたい授業にチェックをして、履修登録（履修登録期間中は変更可能） 
  履修登録確認票を印刷 
  ※事前登録科⽬は英語（予め決まっている） 
   学科専⾨必修科⽬（ユニバーサルデザイン概論、⼈間環境デザイン学概論、⼈間環境デザイン基礎演習 
 Ⅰ 情報リテラシーⅠ）は必ず⾃分で選択する 
  ※最終⽇はアクセスが集中し、接続できない可能性があるため、余裕をもって履修登録を⾏う 

 ■その他のお知らせと準備 
  PCとネットについて、時間割モデルプランを確認 
  東洋⼤学公式アプリ、Webexアプリ、responアプリをダウンロード 
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 PC、インターネット環境、ソフトウェアについて 

 当学科は、製図・製作を重視する分野なので、特に専⾨科⽬については対⾯指導を前提に授業運営 
 を⾏っています。PC教室には１学年分の授業⽤PCと⾃習⽤PCも準備しています。新型コロナ感染症 
 の感染状況が深刻化した場合も、まずは講義科⽬を遠隔化し、演習科⽬の遠隔化は避ける⽅向で授業 
 を実施しています。 

 しかしながら、状況によっては、⼀時的にせよ、演習を含む全ての授業を遠隔化しなければならな 
 い可能性もありますので、授業にはPCとインターネット環境の準備が必須となります。授業開始まで 
 に準備して下さい。 

 １：準備する PC について 
 ⾃宅でも専⾨科⽬の学習をする場合、⼈間環境デザイン学科では、PCを⽂書作成や表計算だけで 

 なく、グラフィック、製図、モデリングにも使⽤しますので、ある程度の性能を持つものが求められ 
 ます。 

 ２：インターネット環境について 
 講義科⽬が遠隔化された場合、特にインターネット契約の時間制限が受講の妨げとならない様、契約 
 状況を確認し対策を準備して下さい。また、⾮対⾯授業の受講やソフトウェアの認証、インストール 
 やアップデートのために、⾼速なインターネット環境の準備が必要です。 

 ⼈間環境デザイン学科での専⾨的な学習に対応できるPCの具体的な仕様（スペック）やインター 
 ネット環境の整備、各学年で使⽤するソフトウェアに関しては、東洋⼤学WEBサイトの「⼊学者向け 
 サイト」の資料の中に、以下の１〜５の項⽬で詳細が説明されていますので参考にしてください。 

 １．PC について 
 ２．Windows PC 選定時のガイド 
 ３．Mac PC 選定時のガイド 
 ４．インターネット環境について 
 ５．ソフトウェアについて 

 ＊「東洋⼤学⼊学者向けサイト」＞「就学⼿続案内」＞「◆【⾚⽻台キャンパス】2023年度就学⼿ 
  続案内 （情報連携学部・ライフデザイン学部）」（PDF） 

 ＊より詳細な情報は、Toyonet Aceの１年⽣掲⽰板に掲載します。 
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 ⼤学院 ライフデザイン学研究科 ⼈間環境デザイン学専攻  

 博⼠前期課程（修⼠課程） 

 ⼈間環境デザイン学科の卒業⽣は毎年数名が⼤学院に進学しています。 

 ⼤学院ではより専⾨的な分野について少⼈数で学ぶことができ、⼀⼈⼀⼈の興味のあるテーマ 

 に取組み、修⼠論⽂または特定課題研究（作品の制作）として2年をかけて研究成果をまとめ 

 ます。 

 １：学内推薦⼊試の制度 

  ＊学部の成績（受験時点の学期まで）の  GPA3.2以上 

   ※8⽉受験であれば4年次の成績がまだ出ないので、3年次までの成績 

   11⽉・2⽉の受験であれば4年次春学期までの成績 

 ＊所属研究室の教員と事前確認した上で8⽉・11⽉・2⽉の⼊試で  ⾯接のみ  実施 

 ＊内部進学の場合  ⼊学⾦免除    年間学費は１年⽣：61万円 ２年⽣：61万円 

 ２：⼤学院講義科⽬の先⾏履修制度 

 ⼈  間  環  境  デ  ザ  イ  ン  学  科  の  4  年  ⽣  は  ラ  イ  フ  デ  ザ  イ  ン  学  研  究  科、  社  会  福  祉  学  研  究  科、  健  康  ス  ポー  ツ 

 科学研究科の  先⾏履修が可能  です。⼤学院に進学する前に単位を取っておくことでより2年間の 

 研究を深めることが可能になります。 

 ＊GPA3.2以上を満たす学⽣が対象 

 ＊講義科⽬（特論）のみ、15単位まで履修可能 

 ＊あらかじめ履修したい教科の担当教員に相談して許可を得る 

 ＊4年ゼミ教員の承認を取る 

  ＊進学意思の確認と履修希望科⽬情報等をgoogleフォームで 

 4⽉14⽇までに回答（4年⽣） 

   

 詳しいお問い合わせ先 

  ⾚⽻台事務課⼤学院担当  腰⼭さん ⻑岡さん 岡本さん 

  ⼈間環境デザイン学科 池⽥千登勢（専攻⻑） chitose@toyo.jp 
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2023/4/３ 人間環境デザイン基礎演習Ⅰ 

 
 
人間環境デザイン基礎演習Ⅰの進め方 
 

デザイン基礎Ⅰ担当グループ 
 
 

・本演習は、１年生全員が受けなければならない、必修の演習です。 
・本演習は毎週課題が出され、課題の提出〆切があります。 
・いずれの課題も〆切厳守ですので、各自スケジュール管理に努めてください。 
 
・この演習の単位を落とした場合は、２年生の春学期に再履修する必要があります。 
・毎年この単位を落とし続けると、卒業がいつまでも伸びることになりますので、１年生のう

ちにしっかり取り組んでください。 
 
・本演習は毎週対面で行います。 
・各自、感染防止に努めながら受講してください（講義室は適宜換気を行います） 
 
・演習を欠席する場合は、必ず事前に専任教員または助手にメールで申し出てください。 

 
＜   空  間   ＞ 専任教員 齋藤 saito023@toyo.jp 
 助  手 木村 kimura964@toyo.jp 
＜  生活環境  ＞ 専任教員 菅原 sugawara@toyo.jp 
 助  手 生田 ikuta@toyo.jp 
＜プロダクト＞ 専任教員 池田 chitose@toyo.jp 
 助  手 横山 yokoyama044@toyo.jp 

 
・演習開始直前の連絡や相談には十分応じられません。極力早めに連絡をしてください。 
・欠席した場合は、高層棟７階助手室または専任教員の研究室になるべく早く資料を取りに来

て、課題に取り組んでください。 
・自身や同居家族の発熱症状があるなど、感染症やその疑いがある場合には、本学ホームペー

ジに掲載されている「新型コロナウイルス感染症に関する登校禁止の取り扱い」を必ず確認

し、適切な行動に努めてください。 
 
 

以 上      
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2023
東洋⼤学
福祉社会デザイン学部
⼈間環境デザイン学科

 ⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ

「計画・設計」
「⼈体・動作」
「平⾯・⽴体表現」

スケジュール

⽉⽇

1 4 10

2 17

3 24

4 5 8

5 15

6 22

7 29

8 6 5

9 12

10 19

11 26

12 7 3

13 10

14 17

15 24

※本資料は、⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰのガイダンス資料です。4/10までによく読んでおいてください。
※本演習は、毎回対⾯による授業です。
※各教員、助⼿の研究室は、⾼層棟の７階にあります。
※Toyonet-Aceにて重要な連絡をすることがあるため定期的に必ず確認するようにしてください。

東洋⼤学 福祉社会デザイン学部 ⼈間環境デザイン学科

「アプローチのデザイン提案」 「テープカッター発表講評」
「⼈物・室内のスケッチ」

総合課題 環境デザイン企画

全体講評

「⼈体・動作・環境の理解」 教員︓
菅原
村井
別府
⽣⽥

「敷地調査と模型作成」

「エスキス図⾯による検討」

「アプローチのデザイン提案」

「平⾯構成と設計の基礎」
齋藤
萩野
堀川
⽊村

齋藤
萩野
堀川
⽊村

「敷地環境の理解」

「空間表現」

「空間デザインの提案」

池⽥
⼟屋
間辺
鈴⽊

菅原
村井
別府
⽣⽥

「空間デザインの提案」

「スケッチ・模型作成基礎」

「アプローチのデザイン提案」

「平⾯構成と設計の基礎」

「テープカッターデザイン」

「テープカッターデザイン」「配⾊」「写真撮影」

「平⾯構成と設計の基礎」 教員︓
齋藤
萩野
堀川
⽊村「空間デザインの提案」

「敷地環境の理解」

「空間表現」

池⽥
⼟屋
間辺
鈴⽊

授業内容、担当教員

「全体説明、教員紹介、環境の計測」

Group A (学番001～055) Group B (学番56～111) Group C (学番112～167)

「敷地調査と模型作成」

「エスキス図⾯による検討」

「敷地環境の理解」

「空間表現」

「スケッチ・模型作成基礎」

「テープカッターデザイン」

「テープカッターデザイン」「配⾊」「写真撮影」

「テープカッター発表講評」
「⼈物・室内のスケッチ」

「⼈体・動作・環境の理解」

「敷地調査と模型作成」

「エスキス図⾯による検討」

「スケッチ・模型作成基礎」 教員︓
池⽥
⼟屋
間辺
鈴⽊

「テープカッターデザイン」

「テープカッターデザイン」「配⾊」「写真撮影」

「テープカッター発表講評」
「⼈物・室内のスケッチ」

「⼈体・動作・環境の理解」
菅原
村井
別府
⽣⽥
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⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ
⽤意すべき⽤具について  1

下記の⽤具は⼈間環境デザイン基礎演習を⾏う上で必要な⽂房具となります。
授業に向けて準備しておくこと。

筆記⽤具 鉛筆 ２B、B、HB、F、H、２H （STAEDTER Lumograph ステドラーモノグラフ推奨）
シャープペンシル 0.5ｍｍ、１本 （ステッドラーなど製図⽤を推奨）、芯の硬さはHB
⾊鉛筆（カリスマカラー24⾊推奨）  消しゴム（ステッドラーなど製図⽤を推奨）
字消し板

スケッチブックなど クロッキーブック（マルマンSLサイズ推奨）

定規、コンパスなど アクリル製三⾓定規（24ｃｍ）（⾯取されているものを推奨）
ステンレス製定規（30ｃｍ）もしくは（60ｃｍ）
アクリル製定規（30ｃｍ）もしくは（60ｃｍ）
三⾓スケール（15cm）
コンパス
コンベックス（巻尺）（5m）

その他 カッター カッティングマット（セイフティーベース）(300ｍｍX450ｍｍ程度)
ドラフティングテープ（幅12ｍｍ程度のもの）
両⾯テープ（幅12ｍｍ程度のもの）
スティックのり
スチのり
分度器
A3⽤紙を曲げずに⼊れられるケース（ドラパスポートフォリオA3推奨）
ポキ（カッターの刃を折り、安全に捨てられるもの）
ホチキス

※⼤学⽣協やレモン画翆等で購⼊可

東洋⼤学 福祉社会デザイン学部 ⼈間環境デザイン学科
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  ⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ
  演習の⽬的と担当教員 2

⼈間環境デザイン基礎演習の開講にあたって

「⼈間環境デザイン基礎演習1/2/3」は、ひと、もの、空間を総合的に捉える
「⼈間環境デザイン学」の基礎を学ぶための⼀連の演習です。「⼈間環境デザ
イン基礎演習1」は、⽂字通り、その最初の科⽬です。実践的な三つの演習を
通して⼈間環境デザインの基礎を学びます。⼀⼈でじっくりと思索し、友と
議論し、更に、各教員のさまざまな経験を聞きつつ平⾯や⽴体、⼈体やその
動作、計画や設計の基礎をしっかり学んでください。
そして、近い将来、空間デザイン、⽣活環境デザイン、そして
プロダクトデザインの各専⾨コースへ進むための道標を探し出してください。

なお、実験⼯房棟内の⼯作機械等の使⽤は、原則として２年時からですが、
１年⽣の間に使⽤を希望する場合には、必ず、技術員の指導を受けてから、
その指⽰に従って使⽤して下さい。
 ※注 当⾯は三密を避けながらの利⽤となります。

担当教員 ⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ 

計画・設計 齋藤 博 saito023@toyo.jp
萩野 正和（⾮常勤）
堀川 良成（⾮常勤）
⽊村 才⼈（助⼿） kimura964@toyo.jp

⼈体・動作 菅原 ⿇⾐⼦ sugawara@toyo.jp
村井 エリ（⾮常勤）
別府 知哉（⾮常勤）
⽣⽥ 尚志（助⼿） ikuta@toyo.jp 

平⾯・⽴体表現 池⽥ 千登勢 chitose@toyo.jp 
⼟屋 健⼀（⾮常勤）
間辺 慎⼀郎（⾮常勤）
横⼭ 翔⼀（助⼿） yokoyama044@toyo.jp 

東洋⼤学 福祉社会デザイン学部 ⼈間環境デザイン学科
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⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ
担当教員の紹介 3

計画・設計

齋藤 博 堀川 成良（⾮常勤）

萩野 正和（⾮常勤） ⽊村 才⼈（助⼿）

⼈体・動作

菅原 ⿇⾐⼦ 村井 エリ（⾮常勤）

別府 知哉（⾮常勤） ⽣⽥ 尚志（助⼿）

平⾯・⽴体表現

池⽥ 千登勢 ⼟屋 健⼀（⾮常勤）

間辺 慎⼀郎（⾮常勤） 横⼭ 翔⼀（助⼿） 

東洋⼤学 福祉社会デザイン学部 ⼈間環境デザイン学科

空間デザインコース教員の齋藤です。都市計画やまち
づくりを専⾨とし、１年⽣秋学期の「都市・まちのデ
ザイン」も担当しています。⼤学に⼊って最初の演習
ということで分からないこともあると思いますが、
「⾃分で考えて、とにかくやってみる︕」という姿勢
で取り組んでください。

株式会社堀川設計舎にて住宅、店舗、施設等の設計に
携わっております。クライアントの希望・環境・作り
⼿の個性などの中にあるオリジナリティを活かすこと
を⼼掛け、モノヅクリの楽しさを共有する活動もして
います。

株式会社connelというまちに関するプロジェクトコー
ディネートの会社を経営しています。「つくる」こと
から「使われる」ことへ価値が変化してきた今、画⼀
的な運⽤では物⾜りなく、空間が⼈々に より有効的に
使われるように運⽤される仕組みが求められていま
す。王道的な正解はなく多様な選択肢が認められる時
代です。⼀緒に考えていきましょう。

実習指導助⼿の⽊村才⼈（さいと）です。先⽣とはま
た違った⽴場で皆さんの学習や学⽣⽣活をサポートい
たします。⾃分で考えて、調べて、それでも解決しな
い問題に直⾯したら、僕に聞きに来てください。皆さ
んに直接お会いできることをとても楽しみにしていま
す。

⽣活環境デザインコース教員の菅原です。春学期の講
義では１年⽣の必修科⽬である「ユニバーサルデザイ
ン概論」も担当します。無類の旅好きです。様々な⼈
たちのためのデザイン、その"様々"ってなに︖を⼀緒
に読み解いていきましょう。

⼀級建築⼠事務所all（オール）という設計事務所をし
ています。ひとりでも多くの⼈が豊かに暮らせる住ま
いをつくることがモットーです。この授業は、⼈-モノ
-空間の関係性を考えるはじめの⼀歩。⼀緒に学べるの
を楽しみにしています。旅と⺠藝好きです♪

建設コンサルタントで「まちづくり」をやっていま
す。専⾨は「バリアフリーのまちづくり」。最近で
は、国際空港のユニバーサルデザイン評価や、街中の
パブリックスペース活⽤の社会実験などを⾏っていま
す。まちづくりの視点から皆さんと⼀緒にデザインを
考えていければうれしく思います。

プロダクトデザインコース教員の池⽥です。好きなこ
とはガラス⼯芸・フルート・ピアノ連弾・登⼭です。
⽢いものに⽬がなくて、重度の⽅向⾳痴です。秋学期
の「製品と情報のUD」では実験やワークショップを通
してユニバーサルデザインを学びます。

間辺と申します。クリナップ株式会社でキッチンやお
⾵呂などのデザインをしています。最近、企業ブラン
ディング、マーケティング、プロモーションを⾏う部
署に異動しました。趣味は家のセルフリノベーショ
ン。⽣活を変えるデザインの楽しさを伝えたいと考え
ています。

エム・ティ・プランニング株式会社、メディアフロン
ト・ジャパン株式会社、2つの会社をやっている⼟屋で
す。プロダクトデザインやユーザーインターフェー
ス、デジタルエンターテイメントシステム開発にたず
さわっています。皆さんにもこの分野に興味を持って
もらえると嬉しいです。

実習指導助⼿の横⼭です。3Dプリンターで家具を作る
ことが好きです。みんなが夢中になってることもぜひ
教えてください。もし困ったことがあれば気軽に声を
かけてください。⼀緒に考えて、⼿を動かしていきま
しょう。

実習指導助⼿の⽣⽥です。皆さんが楽しく学べるよう
サポートしていきたいと思います。モノの考え⽅は⼈
それぞれです。⾃分の考えをどう表現すればよいか
等、悩んで進まなくなった時は気軽に相談してくださ
い。⼀緒に考えていきましょう。
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⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ
期限・提出場所と成績について 4

1.  期限までに提出 期限までに提出された課題は、S,A,B,C,D,Eの成績で評価される

2.  1週間以内の遅れ提出 提出期限の翌週⽉曜⽇の授業の授業開始直後までを「1週間以内」とする。
提出先は各回ともToyonet-Aceで提出先を指定する
1週間以内の遅れ提出の課題の成績はワンランク落ちる。
たとえば、SであればA、BであればCとなる。

3.  1週間以降の遅れ提出 1週間以上遅れて提出する場合
提出先は各回ともToyonet-Aceで提出先を指定する
B以上のレベルの課題でなければ受け取らない。
1週間以降の遅れ提出の課題の成績はC以下となる。およそ2ランク落ちる。

4.  遅れ提出の最終期限 最終提出期限…7⽉31⽇（⽉）13時00分
この時刻を過ぎたものは、⼀切受け取らない。

5.  基本的な注意事項 ⼀つでも提出していない課題があると、単位が取得できず、翌年再履修となる。
必ず全ての課題を提出するよう、不明な点などはすぐに教員に相談すること。

再履修について
最終の総合成績が「D」→ 部分再履修
最終の総合成績が「E」→ 全再履修
最終の総合成績に「D・E・＊」が付いていた学⽣は、直ぐに齋藤先⽣の所へ⾏くこと。

 返却された課題は、少なくとも1年間は必ず保存しておくこと
また、就職活動に使うポートフォリオに掲載することができるように
必ず作品の写真を撮っておくこと。

東洋⼤学 福祉社会デザイン学部 ⼈間環境デザイン学科
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⼈間環境デザイン基礎演習Ⅰ
最初の授業のための準備 5

第 1 回

スケジュール 4⽉10⽇（⽉）13︓00〜 「環境の測定」

集合場所 学籍番号001〜055  20507教室
学籍番号056〜111  20413教室
学籍番号112〜167  20406教室

⽤意するもの □ 筆記⽤具(シャープペンシル・鉛筆・ボールペン・消しゴム 等)      □ 直定規(30cm)
□ 三⾓定規  □三⾓スケール  □ コンベックス(巻き尺)     □ スケッチブック

第 2 回 ※学籍番号で授業内容、集合場所が違います。

スケジュール 4⽉17⽇（⽉）13︓00〜 

■学籍番号 001〜055
  内容 「計画・設計」

  集合場所 20507教室

  ⽤意するもの □ 鉛筆   □ 消しゴム   □ 直定規  □三⾓定規
□ 分度器  □ コンベックス □ カッターナイフ □ステンレス製定規
□カッターマット □カッター刃の廃棄⽤ケース「ポキ」または同等品

■学籍番号 056〜111
  内容 「⼈体・動作」

  集合場所 20413教室

  ⽤意するもの □ 鉛筆   □ 消しゴム   □ 直定規  □三⾓定規  □ 分度器  
□ 三⾓スケール  □Ａ３⽅眼紙ノート  □ コンベックス     □ スケッチブック
□ ドラフティングテープ

■学籍番号 112〜167
  内容 「平⾯・⽴体表現」

  集合場所 20406教室

  ⽤意するもの □ 鉛筆  □ 消しゴム □ カッターナイフ  □カッターマット
□ 直定規 □ 分度器  □ 三⾓定規  □ステンレス製定規
□カッター刃の廃棄⽤ケース「ポキ」または同等品
□お菓⼦の箱(コンビニの箱菓⼦など.中⾝不要)  □ペットボトル

≪注意事項≫
当演習は、授業の最初に課題説明を⾏います。遅刻をすると課題説明を聞くことができません。
13時までに着席しているように注意してください。
道具等の貸し出しは⾏っていません。⽤意するものを忘れた者は⽣協等にて購⼊すること
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